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平成2年
環境庁自動車公害課時代
　入省後、初めての本省勤務は、環境
庁自動車公害課でスパイクタイヤ禁止
法の政令策定に携わりました。利害関
係者の間で厳しい議論の上、ようやく
成立した法律の細部を決める政令で
あったため、各省協議も厳しいもので
した。この時代に、複数の立場の住民
の声に応えつつ、法律や役所の理屈を
どのように通していくかの基礎を学び
ました。また、地域に応じた制度と全
国統一の制度のメリット、デメリット
も実感しました。

平成12年
ＵＮＡＩＤＳアジア地区担当課長時代
　国連の中では比較的日本人の多いＷ
ＰＲＯから組織全体で日本人は私一人
というＵＮＡＩＤＳへの異動だったの
で、こちらの方が初めての国際機関勤
務という印象です。アフリカの課題と
いう扱いだったHIVについて、いかに
アジアの、日本の人々の目をＨＩＶに
向けさせるか、各国の担当省庁やＮＧ
Ｏと議論しました。結果的に2001年
の国連ＨＩＶ特別総会にアジアから多
くのハイレベルの参加があったことは
いい思い出です。

平成18年
文部科学省ライフサイエンス課
先端医科学研究企画官時代
アカデミア等の優れた基礎研究の成果
を如何に医薬品の実用化に結びつける

療安全、臨床研究に取り組んでいます。
現場に近いところで、医療従事者の方々
のお話を伺いながら、病院経営が非常
に厳しい時代に病院グループ全体とし
ての運営に頭を悩ませました。

平成30年
総括審議官(国際担当）時代
　結核に関する大臣級会合に始まり、
UHCフ ォ ー ラ ム、ＷＨＯ総 会、国 連
UHCハイレベルミーティング、国連結
核ハイレベルミーティング、G20アル
ゼンチン保健大臣会合、ＷＨＯ西太平洋
地域事務局長選挙、G20大阪サミット
と国際会議の準備と対応に走り回りま
した。文字通りの世界一周を2回ほど
することになりましたが、各国の代表
との厳しい議論の中でも、交流を楽し
むこともできました。

かが大きな課題となってい
る時期でした。研究者の先
生方や実用化を進める側の
企業の話を聞きながら、「死
の谷」といわれる基礎研究
と応用研究の橋渡しをどの
ように支援ができるか検討を進めまし
た。最先端の様々な研究に触れることも
できました。

平成25年
新潟県副知事時代
　医師不足が深刻な地域で病院の再編
を進めました。非常に長い時間をかけ
て話し合いが行われ、ほぼ再編が完了
した地域と始まったばかりで、なかな
か前に進まない地域の両方を経験する
ことができました。また、保健医療関
係だけでなく、防災や教育等さらに幅
広い方々と交流を深めることができま
した。地方勤務は、霞ヶ関からだけで
ない視野をさらに広げるとともに、第
2、第3の故郷を作る機会にもなる得が
たい経験です。

平成27年
国立病院機構理事時代　
　全国に143病院を抱える国立病院機
構は、地域も病院の性格も異なる中で、
それぞれの病院がそれぞれ地域のニー
ズを見極めながら、地域医療の向上に
努めるとともに、143病院のネットワー
クを生かしして、医療の質の向上や医

臨床で一人一人の患者さんと向き合うことも非常に大事ですが、社会全体で
病気や患者さんと向き合えないかと考え、厚生省に入省しました。保健医療
というものを社会の中でどのように位置づけていくか、様々な部局、自治体、
国際機関での仕事を通じ、様々な国、職種の方々の考え方に接して学ぶとと
もに、人々の健康のためであれば、皆が知恵を絞って、課題を一つずつ解決
していくことができることを実感しています。自分の求めている医療を実現
させるために、厚生労働省で仕事をしてみませんか。

具 体 的 なキャリアパス

国立国際医療研究センター
国際医療協力局長

池田  千絵子 I K E D A  C h i e k o

昭和63年 埼玉県衛生部保健予防課（母子保健等の担当）
平成５年 大臣官房国際協力室国際協力専門官（二国間協力等）
平成６年 米国ハーバード大学公衆衛生大学院留学
平成11年 ＷＨＯ(世界保健機関)西太平洋地域事務局技術移転課長
平成12年 ＵＮＡＩＤＳ(国連合同エイズ計画)アジア地区担当課長
平成16年 三重県健康福祉部医療政策監
平成25年 新潟県副知事
平成28年 大臣官房総括審議官(国際保健担当）
令和３年 現職

医系技官としてのキャリアを振り返って

三木  行治

生い立ち

　三木行治さんは、1903年（明治36年）
に現在の岡山市に生まれました。父親
の事業の失敗や両親の他界によって、
経済的には厳しい環境で育ちました。
しかし、学生時代の三木さんについて、
「岡山医大が温泉研究所を設置するにあ
たり、地元町長と交渉して敷地の提供
を受けた」など、調整・交渉の能力に
長けていたという逸話がいくつも残っ
ています。その後、臨床医として岡山
簡易保険健康相談所で勤務した際には、
お金のない患者のためにこっそりと自
腹を切って薬を提供することもあった
ようです。 
　簡易保険相談所での勤務の傍らで、
「法律は大衆を救う」との考えから九州
帝国大学法文学部で学びます（1934
年卒）。これと並行して、岡山医大細菌
学教室で医学博士を取得しました
（1937年）。 

医系技官として

　三木さんは1939年に厚生省の保険院
簡易保険局に採用され、簡易保険健康相
談所の質や数の大幅拡充を実現させまし
た。また、組織改編により逓信省所管と
なった簡易保険健康相談所や他の相談業
務を行う組織を保健所に統合することに
尽力しました。その結果として保健所の
数は800程度まで増え、結核対策を含め
た保健衛生分野の相談指導体系が全国で

構築されました。 
　戦後は、公衆保険局長、公衆衛生局長
を務め、保健所法、食品衛生法などの環
境衛生関係法令の策定に尽力しました。 

岡山県知事：三木行治

　1951年4月の岡山知事選挙に向け
て、地元有志が上京し、本人を説得し
ました。厚生大臣を含む厚生省側が強
く慰留しましたが、地元側の複数回に
及ぶ働きかけと三木さんご自身の郷土
愛の結果として、知事選に立候補して、
当選。民選2代目の知事となりました。
当時、48歳でした。 
　着任後の三木さんは、「産業と教育と
衛生の岡山県」、「科学する県政」など
の政策を打ち出し、1958年には、お
おむね10年で県民所得を倍増する「県
勢振興計画」を策定しました。これは
池田内閣が「所得倍増計画」策定する
2年前のことでした。全国に先駆け策
定した「岡山県福祉計画」については、
その後の国全体の福祉計画のモデルと
して注目を浴びました。また、母子保
健活動を中心に活動する愛育委員を全
県に普及定着させました。現在も、県
内で約１万7千人の愛育委員が、検診
の受診勧奨やタバコ対策など幅広い活
動を活発に行っています。 
　水島臨海工業地帯の開発においては、
大型タンカーの入港が可能となるよう
浚渫工事を進めるとともに、知事のトッ
プセールスにより三菱石油、川崎製鉄

など多くの工場の誘致に成功。農業県
から工業県へと、岡山県の産業構造の
変革を導きました。 
　1964年8月には「地域の近代化に
誠意とビジョンをもって臨み、農漁業
に頼っていた岡山県を、現代日本の奇
跡的な工業化のモデル県に変えた」と
の理由で、アジアのノーベル賞とも呼
ばれるラモン・マグサイサイ賞を日本
人で初めて受賞しました。これは、三
木さんの功績が世界的にも評価されて
いることの表れと言えます。 
　岡山県政に精力的に取り組む三木さ
んのさらなる活躍を県民の多くが期待
していましたが、4期目途中の1964年
9月21日に急性心筋梗塞により急逝し
ました。三木さんは生前、アイバンク
運動にも取り組み、検眼登録の国内第
一号となっていたことから、死後、そ
の角膜は2人の女性に移植されました。 
　ラモン・マグサイサイ賞の受賞金は
全額が岡山県に寄付されており、岡山
県ではこの寄付金と県民からの寄付を
合わせて、1965年に岡山県三木記念
事業基金を設置しました。令和4年度
までに55回、231人、153団体を顕
彰しています。また、岡山県医師会では、
岡山県医師会館のホールを「三木記念
ホール」と命名して胸像を設置し、ギャ
ラリーを設けて、三木さんの業績や人
柄を後生に伝えています。 
三木さんは、生涯を通じて「私なき献身」
を体現する人でした。 

三木  行治　みき　ゆきはる
1903 年（明治 36年） 現在の岡山市に生まれる。  
1929 年（昭和 4年） 岡山医科大学（現岡山大学医学部）を卒業。  
1939 年（昭和 14年）  厚生省保険院に医系技官として採用。 
1951 年（昭和 26年） 岡山知事選挙立候補のため、厚生省を退職（最終官職；公衆衛生局長）。
 知事選挙当選（公選 2代目、当時 48歳）。 
1964 年（昭和 39年） ラモン・マグサイサイ賞を日本人として初めて受賞。知事 4期目途中、
 心筋梗塞で逝去（享年 61歳）。

伝説の医系技官

参考文献：「私なき献身　三木行治の生涯」故岡山県知事三木行治顕彰会、「岡山文庫　三木行治の世界ー桃太郎知事の奮闘記」日本文教出版
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